
前⽴腺がん2026.1

前⽴腺がん 1/1 京都第⼀⾚⼗字病院

レジメン名称 1サイクル(⽇) 薬品名 投与量 投与⽇ 備考
ドセタキセル(DOC or DTX) 21 ドセタキセル 75 mg/m2 day1
ドセタキセル(DOC or DTX) 28 ドセタキセル 75 mg/m2 day1
ジェブタナ(カバジタキセル：CBZ or CTX) 21 ジェブタナ 25 mg/m2 day1 プレドニン10mg/dayと併⽤
エストラサイト(エストラムスチン：EP or EMP) エストラサイト 1⽇2回 エストラムスチンリン酸エステルナトリウム⽔和物として1回313.4mgを経⼝投

与. 症状により適宜増減.
連⽇

ターゼナ（タラゾパリブ） ターゼナ 1⽇1回 タラゾパリブとして1回0.5mgを経⼝投与. 患者の状態により適宜減量 連⽇ エンザルタミドと併⽤
オダイン(フルタミド：FLU) オダイン 1⽇3回 フルタミドとして1回125mgを⾷後に経⼝投与. 症状により適宜増減. 連⽇
ピカルタミド（カソデックス:BCT） ビカルタミド 1⽇1回 ビカルタミドとして1回80mgを経⼝投与. 連⽇
プロスタール(クロルマジン：CMA) プロスタール 1⽇2回 クロルマジノン酢酸エステルとして1回50mgを⾷後に経⼝投与. 連⽇
イクスタンジ(エンザルタミド：ENZ) イクスタンジ 1⽇1回 エンザルタミドとして1回160mgを経⼝投与. 連⽇
ザイティガ(アビラテロン：ABI) ザイティガ 1⽇1回 アビラテロン酢酸エステルとして1,000mgを空腹時に経⼝投与.(プレドニゾロン

と併⽤）
連⽇

アーリーダ(アパルタミド：APA) アーリーダ 1⽇1回 アパルタミドとして1回240mgを経⼝投与. 患者の状態により適宜減量. 連⽇

ニュベクオ(ダロルタミド：DAR) ニュベクオ 1⽇2回 ダロルタミドとして1回600mgを経⼝投与.患者の状態により適宜減量. 連⽇

リムパーザ(オラパリブ) リムパーザ 1⽇2回 オラパリブとして1回300mg経⼝投与.患者の状態により適宜減量.(他の薬剤と併
⽤する場合は,アビラテロン酢酸エステルおよびプレドニゾロンと併⽤)

連⽇

リュープロレリン(LEU) 28(=4weeks) リュープロレリン リュープロレリンとして3.75mg/body day1
84(=12weeks) リュープロレリンSR リュープロレリンとして11.25mg/body day1
168(=24weeks) リュープリンPRO リュープロレリンとして22.5mg/body day1

ゾラデックス(ゴセレリン：ZOL) 28(=4weeks) ゾラデックス3.6mg ゴセレリンとして3.6mg/body day1
84(=12weeks) ゾラデックスLA ゴセレリンとして10.8mg/body day1

ゴナックス(デカレリクス) 28 ゴナックス120mg(初回⽤) デガレリクスとして初回240mg(1カ所あたり120mgずつ腹部2カ所) day1 初回のみ

28(=4weeks) ゴナックス80mg(維持⽤) 2回⽬以降, デガレリクスとして80mg(1カ所) day1
84(=12weeks) ゴナックス480mg(維持⽤) 2回⽬以降, デガレリクスとして480mg(1カ所あたり240mgずつ腹部2カ所) day1


